
　
３

月
２

３
日

（
日

）、「
三

陸
沿

岸
道

路
　

高
田

道
路

」
の

開
通

式
が

行
わ

れ
ま

し
た

。

　
平

成
２

１
年

３
月

に
「

大
船

渡
碁

石
海

岸
Ｉ

Ｃ
」

か
ら

「
通

岡
Ｉ

Ｃ
」

ま
で

３
．４

ｋ
ｍ

が
供

用
開

始
さ

れ
、

そ
れ

か
ら

５
年

間
で

「
陸

前
高

田
Ｉ

Ｃ
」

ま
で

の
全

７
．５

ｋ
ｍ

の
工

事
が

完
成

し
ま

し
た

。

　
県

立
高

田
高

等
学

校
の

藤
原

奈
々

さ
ん

は
、「

こ
の

道
路

の
開

通
に

は
復

興
の

力
を

感
じ

る
。

た
く

さ
ん

の
人

を
運

び
、

陸
前

高
田

の
ま

ち
と

人
々

を
つ

な
ぐ

か
け

橋
と

な
っ

て
ほ

し

い
」

と
述

べ
ま

し
た

。

高
田
道
路
開
通
式

◆
巻
頭

財
政

　
平

成
２

６
年

度
予

算

◆
人
事

市
職

員
配

置
一

覧

◆
巻
末

食
改

レ
シ

ピ

２
０
１４

年（
平

成
２
６

年
）

月１
日

号

N
o
.9

3
4

４



２０１４年（平成２６年）　 １月１日号　②２０１４年（平成２６年）　 ４月１日号　②

歳出
１，２９３億６，０００万円

歳入
１，２９３億６，０００万円依存財源

５３．６％

国庫支出金
４４３億１０３万円　３４.３％

市税　１４億４，２１５万円　１.１％

分担金・負担金・繰入金・繰越金
財産収入・諸収入など
５８６億３，３５９万円　４５.３％

地方消費税交付金・地方譲与税など
　３億８，１２０万円　０.３％

地方交付税
２０１億６，５９７万円

１５.６％

１１億８，４１４万円　０.９％　市債

県支出金
　３２億５，１９２万円 ２.５％

土木費
６４７億３，１１３万円

５０.０％

総務費
３８１億８，６３９万円

２９.５％

災害復旧費
１３６億２，２４７万円

１０.５％
自主財源
　４６．４％

民生費
３４億２００万円

２.６％

教育費
２５億３，３９８万円　２.０％

農林水産業費
２３億２，１０２万円　１.８％

公債費　１４億８７６万円　１.１％衛生費 １２億５，４４５万円　１.０％

議会費・商工費・消防費ほか
　１８億９，９８０万円　１.５％

国庫支出金
４４３億１０３万円　３４.３％

分担金・負担金・繰入金・繰越金
財産収入・諸収入など
５８６億３，３５９万円　４５.３％

歳 

出

歳 

入

財 政￥

　平成２６年度の一般・特別・企業会計の各予算が市議会第１回定例会で可決され、一般会計１，２９３億

６，０００万円、特別会計６６億２，２４９万２千円、総額１，３５９億８，２４９万２千円を計上しました。本年

度は、震災による税収などの大幅な落ち込みが続く厳しい財政状況の中、限られた財源を最大限に活用し、

復興に向けた各種事業の加速化を図るための予算となっています。

　

自
主
財
源
は
、
６
０
０
億
７
５

７
３
万
３
千
円
（
構
成
比
46
・
４

㌫
）。
前
年
度
比
で
２
５
１
億
８
４

９
０
万
３
千
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
依
存
財
源
は

６
９
２
億
８
４
２
６
万
７
千
円

と
、
前
年
度
比
で
22
億
６
４
０
９

万
７
千
円
増
加
。
内
訳
は
、
地
方

交
付
税
が
約
54
億
円
の
増
、
国
庫

支
出
金
が
約
22
億
円
の
減
、
県
支

出
金
が
約
15
億
円
の
減
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
借
金
に
あ
た
る
市
債
は
、

前
年
度
比
で
５
億
１
９
１
５
万
４

千
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
平

成

26

年

度

末

現

在

高

で

は

５
５
５
５
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
人
口
の
減
少
に
よ
り
住
民

一
人
あ
た
り
の
残
高
は
約
５
万
円

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
土

木
費
が
最
も
多
く
、
全
体
の
50
・

０
㌫
。
次
い
で
、
総
務
費
が
29
・

５
㌫
と
な
っ
て
お
り
、
復
興
に
か

か
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
関
連
予
算
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

重
点
事
業
と
し
て
、
市
震
災
復

興
計
画
に
基
づ
く
「
第
１ 

災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

消
防
団
拠
点
施
設
災
害
復
旧
事
業

費
に
９
２
２
６
万
円
。

　

「
第
２ 

快
適
で
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
は
、
今
泉
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
費
が

２
０
２
億
５
８
２
４
万
円
、
高
田

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
費
が

１
９
３
億
９
７
７
８
万
円
と
、
区

画
整
理
に
関
す
る
予
算
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

「
第
３ 

市
民
の
暮
ら
し
が
安

定
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
費
が

１
３
２
億
６
９
３
５
万
円
、
高
田

東
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
に
伴
う

中
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
が

14
億
７
４
３
３
万
円
。

　

「
第
４ 

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
は
、
農
林
水
産
業
、

商
工
業
の
振
興
策
で
、
被
災
地

域
農
業
復
興
総
合
支
援
事
業
費

が
14
億
９
２
５
１
万
円
、
中
小

企
業
被
災
資
産
復
旧
事
業
費
が

１
億
４
０
０
０
万
円
。

　

「
第
５ 

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
」
で
は
、
小
学
校
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
事
業
費
が

６
０
０
０
万
円
。

　

「
第
６ 

協
働
で
築
く
ま
ち
づ
く

り
」
は
、
市
民
文
化
会
館
等
の
建

設
に
伴
う
社
会
教
育
施
設
災
害
復

旧
事
業
費
が
４
１
８
６
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

平成２６年度予算

一般会計は対前年度比２６．９％増の
１，２９３億６，０００万円

復興の加速化に向け過去最大規模の予算に

一
般
会
計
予
算
の
概
要

一般会計は対前年度比２６．９％増の
１，２９３億６，０００万円



③

市民１人あたりに使われるお金（一般会計）合計６，３０２，５５８円 市民１人あたりが負担するお金（市税）合計６２,２１８円

30,006円
（48.2％）

23,255円
（37.4％）

6,343円
（10.2％）

2,467円
（4.0％）

147円
（0.2％）

3,153,770円
（50.0％）

61,118円
（1.0％）

663,701円
（10.5％）

165,749円
（2.6％）

1,860,482円
（29.5％）

113,083円
（1.8％）

123,458円
（2.0％）

68,636円
（1.1％）

92,561円
（1.5％）

土木費

民生費 教育費

衛生費

総務費

公債費

災害復旧費

農林水産業費

その他

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

市　民　税

軽自動車税

入　湯　税

3,153,770円
（50.0％）

61,118円
（1.0％）

663,701円
（10.5％）

165,749円
（2.6％）

1,860,482円
（29.5％）

113,083円
（1.8％）

123,458円
（2.0％）

68,636円
（1.1％）

92,561円
（1.5％）

土木費

民生費 教育費

衛生費

総務費

公債費

災害復旧費

農林水産業費

その他

3,153,770円
（50.0％）

61,118円
（1.0％）

663,701円
（10.5％）

165,749円
（2.6％）

1,860,482円
（29.5％）

113,083円
（1.8％）

123,458円
（2.0％）

68,636円
（1.1％）

92,561円
（1.5％）

土木費

民生費 教育費

衛生費

総務費

公債費

災害復旧費

農林水産業費

その他

30,006円
（48.2％）

23,255円
（37.4％）

6,343円
（10.2％）

2,467円
（4.0％）

147円
（0.2％）

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

市　民　税

軽自動車税

入　湯　税

30,006円
（48.2％）

23,255円
（37.4％）

6,343円
（10.2％）

2,467円
（4.0％）

147円
（0.2％）

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

市　民　税

軽自動車税

入　湯　税

廃止となりました廃止となりました廃止となりました

会　計　名 平成２６年度

１，２９３億６，０００万円

６億８，８１２万円

伸び率
（％）

特

　
　
　別

　
　
　会

　
　
　計

一　般　会　計

合　　　計

下  水  道  事  業

農業集落排水事業

漁業集落排水事業

事 業 勘 定

診療施設勘定

後期高齢者医療

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

特別会計合計

６，０３５万円

７，１６０万円

２８億８，９１７万円

２億２，０３２万円

１億８，９７４万円

２４億９，１９９万円

１，１２０万円

６６億２，２４９万円

２６．９

△５１．７

△０．０

１３．５

２．３

２．１

０．４

１２．９

△１１．６

△５．３

１，３５９億８，２４９万円

平成２５年度

１，０１９億１，１００万円

１４億２，３２６万円

６，０３６万円

６，３０７万円

２８億２，３３２万円

２億１，５８１万円

１億８，８９０万円

２２億７３１万円

１，２６７万円

６９億９，４７０万円

１，０８９億５７０万円 ２４．９

介
護
保
険

国
民
健
康
保
険

１，３５９億８，２４９万円

１，２９３億６，０００万円

平　成

２６年度

【
財
政
用
語
】

▽
特
別
会
計
…
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
や
特
定
の
歳
入
歳
出

を
充
て
る
場
合
に
、
一
般
会
計

と
は
別
に
収
支
整
理
を
行
う
も

の▽
自
主
財
源
…
市
税
や
各
種
使

用
料
な
ど
市
単
独
で
収
入
で
き

る
も
の

▽
依
存
財
源
…
国
や
県
か
ら
の

交
付
金
や
借
入
金
な
ど
。

▽
地
方
交
付
税
…
市
の
財
政
力

に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の

▽
臨
時
財
政
対
策
債
…
地
方
交

付
税
の
不
足
に
伴
い
、
代
わ
り

に
一
般
財
源
と
し
て
発
行
可
能

な
特
例
的
な
地
方
債
（
償
還
に

要
す
る
費
用
は
交
付
税
措
置
さ

れ
る
。）

一般・特別会計の予算額（１万円未満を四捨五入）

予算額を市民１人あたりに換算すると…

■一般・特別会計の予算額■予算規模の推移

（２月２８日の住民登録人口２０，５２５人）

全 会 計

一般会計

１７９億３，８３９万円（老人保健特別会計を含む）

１１３億４，１００万円

１７３億３，９７６万円

１０８億円

７３９億６，７８５万円

１，０８９億５７０万円

平　成

２２年度

平　成

２３年度

平　成

２４年度

平　成

２５年度

0 200 400 600 800 1000 1400
（億円）

1200

６６０億５，８００万円

１，０１９億１，１００万円



２０１４年（平成２６年）　 ４月１日号　④

　

市
職
員
の
人
事
異
動
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
か
ら
、
市
街
地
整

備
課
と
都
市
計
画
課
で
構
成
さ
れ
る
「
都
市
整
備
局
」
を
新
設
し
、
ま
た
、
教

育
委
員
会
内
に
「
教
育
施
設
整
備
室
」
を
新
た
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
復
興
計

画
の
第
２
期
「
復
興
展
開
期
」
に
入
る
「
正
念
場
の
一
年
」
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
復
興
を
実
感
で
き
る
１
年
に
な
る
よ
う
、
効
果
的
な
行
財
政
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

管理係

係長　消防司令補　黄川田英児

主任　　　〃　　　佐藤　浩樹

　　　消 防 士 長　戸羽　一将

　　　　　〃　　　岡渕　健悟

　　　　　〃　　　佐藤　浩二

　　　消防副士長　菅野　　伸

　　　消　防　士　遠藤　　翼

　　　　　〃　　　芳野　亮人

　　　　　〃　　　残間　優貴

署長　消防司令（兼）　村上　信幸　　 副署長　消防司令（兼）　戸羽　　進　　 副署長　消防司令（兼）　金野　隆博

予防係

係長　消防司令補　岡田　雅彦　

主任　　　〃　　　熊谷　欽也

　　　消 防 士 長　長尾　英樹

　　　　　〃　　　村上　桂一

　　　　　〃　　　伊藤　章尋

　　　　　〃　　　村上　祐二

　　　消防副士長　権藤　　雄

　　　　　〃　　　新沼　宜徳

　　　消　防　士　菅野　裕樹

　　　　　〃　　　臺　　和敬

警防係

係長　消防司令補　小松　　勲

主任　　　〃　　　佐々木秀樹

主任　消防士長（兼）　丹野　　賢

　　　消 防 士 長　村上　悦朗

　　　　　〃　　　後藤　道治

　　　消防副士長　松坂　　享

　　　　　〃　　　金野　剛憲

　　　消　防　士　菅野　祥之

　　　　　〃　　　佐藤　宏樹

　　　　　〃　　　新沼　　心☆

都市整備局都市計画課長
（建設部都市計画課長補佐
兼計画係長）

阿 部 　 勝（５３）

監査委員事務局長
（民生部健康推進課長補
佐兼保健係長）

岩 崎 利 行（５２）

議会事務局長
（総務部総務課長補佐兼防災対策室長
補佐兼選挙管理委員会事務局長補佐）

戸 羽 良 一（５１）

消 防 長　消防司令長　佐々木　誠

消防次長　消 防 司 令　村上　信幸

管理係長　　　　　　　吉田　幸喜

警防係長　　消 防 司 令　金野　隆博

予防係長　　消 防 司 令　戸羽　　進

通信指令係長　消防司令補　及川貴美人

教委教育施設整備室長
（教委学校教育課長補佐
兼管理係長）

中 山 雅 之（４９）

消防長・消防司令長
（民生部健康推進課長）

佐々木　誠（５６）

民生部健康推進課長
（教委生涯学習課長補佐
兼スポーツ推進係長）

伊 藤 真 基（５０）

企画部商工観光課長
（復興対策局長補佐兼計画
係長）

村 上 幸 司（４８）

都市整備局市街地整
備課主幹兼課長補佐
（復興対策局事業推進室長
補佐兼事業推進係長）

伊 賀 浩 人（５１）

民生部長兼社会福祉課
長兼被災者支援室長
（民生部社会福祉課長兼被
災者支援室長）

菅 野 利 尚（５８）

都市整備局長兼市街

地整備課長
（建設部都市計画課長）

山 田 壮 史（４８）

農林水産部長兼農林

課長
（議会事務局長）

千 葉 徳 次（５５）

復興対策局長兼事業

推進室長
（総務部財政課長）

熊 谷 正 文（５４）

警防係　消防士長　丹野　　賢

※
赤
色
は
異
動
者
（
昇
任
を
含
む
）。　

 

は
兼
務
、　

 

は
復
興
庁
、　

 

は
岩
手
県
（
任
期
付
含
む
）、　

 

は
盛
岡
市
、　

 

は
一
関
市
、　

 

は
奥
州
市
、　

 

　

 

は
八
幡
平
市
、　

 

は
平
泉
町
、　

 

は
住
田
町
、　

 

は
北
海
道
、　

 

は
美
唄
市
、　

 

は
桐
生
市
、　

 

は
本
庄
市
、　

 

は
桶
川
市
、　

 

は
台
東
区
、　

 

は

武
蔵
野
市
、　

 

は
我
孫
子
市
、　

 

は
銚
子
市
、　

 

は
神
奈
川
県
、　

 

は
大
和
市
、　

 

は
茅
ヶ
崎
市
、　

 

は
甲
斐
市
、　

 

は
名
古
屋
市
、　

 

は
小
牧
市
、　

 

　

 

は
鯖
江
市
、　

 

は
松
阪
市
、　

 

は
京
都
市
、　

 

は
京
丹
後
市
、　

 

は
池
田
市
、　

 

は
和
歌
山
市
、　

 

は
神
戸
市
、　

 

は
松
江
市
、 　

 

は
福
岡
市
、　

 

　

 

は
武
雄
市
、　

 

は
鹿
島
建
設
、　

 

は
国
境
な
き
技
師
団
、　

 

は
リ
ク
ル
ー
ト
か
ら
の
派
遣
、　

 

は
再
任
用
、　

 

は
非
常
勤
職
員
、
★
は
新
採
用
職
員
。

理事
（企画部長兼企画政策課長
兼まちづくり戦略室長）

菊 池 満 夫（６１）

 

◆ 
理
事
／
部
課
長
級
の
昇
任　

※
（　

）
は
異
動
前
の
職
名

平
成
26
年
度

市
職
員
配
置
一
覧

消  防  本  部

消　  防　  署

（兼）

（県）

（北）

（盛）

（奥）

（住）

（甲）

（名）

（松）

（福）

（武）

（蔵）

（江）

（銚）

（和）

（リ）

（非）

（桐）

（京）

▽
部
長
級

▽
課
長
級

（八）

（平）

（美）

（本）

（桶）

（台）

（我）

（神）

（大）

（茅）

（小）

（鯖）

（丹）

（池）

（戸）

（鹿）

（国）

（復）

（関）

▽
理
事

（再）



⑤

課　　長　堺　　伸也

課長補佐兼財政係長

　　　　　細谷　勇次

財政係

主　　任　佐々木　修（県）

主任主事　村上　正一

主　　事　木村　麻衣

管財係

副主幹兼管財係長　

　　　　　佐々木清敏

主　　任　三浦　昭一

　 〃　　　荻原　秀一

主　　事　鈴木　大悟（県）

　 〃　　　金野　晴樹☆

部長兼課長　須賀佐重喜

課長補佐兼職員係長　

　　　　　伊藤　芳光

職員係

主任主事　阿磨　　宏

　 〃 　　佐々木伸哉

主　　事　前角地邦幸

　 〃 　　小泉　剛志

　 〃 　　菅野　絢子

室　　長　佐藤　由也

室長補佐（兼） 　伊藤　芳光

主　　事　中村　吉雄（県）

部長兼課長　蒲生　琢磨

課長補佐兼秘書係長　

　　　　　村上　知幸

政策推進係

係　　長　佐藤　　彰

主　　事　齋藤　　卓

　 〃 　　小野　勝彦（県）

秘書係

主任主事　石川　聖恵

係　　長　畠山　幸也

主　　事　穂苅　英昭（県）

　 〃　　　佐藤　真美

室長（兼）　蒲生　琢磨

室長補佐　熊谷　重昭

副 主 幹　佐々木敦美

主査（兼）　佐藤　　彰

主　　査　三沢　行弘（大）　

主任主事　大西　正基（松）

　 〃 　　及川晃一郎

課　　長　佐藤　伯一

課長補佐兼資産税係長　　

　　　　　尾形　良一

市民税係

係　　長　佐々木英治

主　　査　廣瀬　弘忠（我）

主　　任　山本　化文（関）

主　　事　望月　　孝（県）

　  〃　　 菅野　圭裕

　  〃　　 佐藤　麻衣☆

資産税係

主　　任　村上　　充

主　　事　岩渕　大士（関）

　  〃　　 山田　和寛（県）

　  〃　　 高橋　純基

収納係

係　　長　中川　健司

主　　事　小野寺　俊英（平）

主 事 補　佐藤　直樹

会計管理者兼課長

　　　　　菅野　道弘

審査主査　小島　裕恵（関）

主　　任　千葉　祐子

主　　事　水野　　慎

　  〃　　 佐藤　　綾

課　　長　大和田　正

課長補佐兼市民係長

　　　　　菅原　正弘

市民係

主　　任　戸羽　　弘

　  〃　　 佐藤　恵子

　  〃　　 藤井　　剛（住）

　  〃　　 塚越　雅之（盛）

主　　事　村上利恵子

　  〃　　 菅原由紀也

　  〃　　 向久保智彦（八）

環境安全係

係　　長　金濱　幹也

主　　査　瀧澤　克昌（北）　  

主　　任　青山　豊英

（岩手沿岸南部広域環境組合派遣）

主　　事　河合　　元（県）　  

主 事 補　三浦　　淳

国保係長　臼井　秀子

主　　査　土居　厚子（京）

主　　事　横山　千佐

主 事 補　菅野　郁恵☆

所　長　泉田　　亘（県）

看護師　藤原　奈美

主　事　大坂　美緒

所　長　近江三喜男

副主幹　熊谷　紅子

看護師　鈴木菜央美

主　事　佐藤　広樹

理　　事　菊 池 満 夫（再）

平成２６年度　市職員配置一覧

財　  政　  課 総務課（職員係） 防 災 対 策 室 企 画 政 策 課

総務課（行政係）

まちづくり戦略室

税　  務　  課 会　  計　  課 市 民 環 境 課 健康推進課 ( 国保係 )

　１号棟　２階

　１号棟　１階

広田診療所

二又診療所



２０１４年（平成２６年）　 １月１日号　②２０１４年（平成２６年）　 ４月１日号　⑥

教育次長兼課長　　　大久保裕明（県）
課長補佐兼スポーツ推進係長　高橋　一成
生涯学習係
係　長　吉田　志真
主　査　西岡　誠司（神）
　〃　　阿部　敬生（〃）
　〃　　加藤　隆也（福）
主　任　山路　隆久（和）
主任主事　桐木　　亮（京）
主　事　古館　俊一
　〃　　吉田　　悠
　〃　　保科すみ江（県）
　〃　　平松　千波（県）
学芸員　曳地　隆元
スポーツ推進係
主　事　福田　　寛（県）
主事補　新沼　　都☆

課　　長　大和田浩之
課長補佐　高橋　良明
高齢福祉係
係長兼社会福祉士　馬場　勝基
主　　任　今野　幸彦（奥）　
　 〃 　　千葉　紀和（関）
保 健 師　蒲生　紋子　千葉　愛実
主　　事　菅野　文博　
介護保険係
係　　長　岡渕　貴悦
主任主事　大和田昌利　後藤由香利
主　　事　志田　一朗（気仙広域連合派遣）
　 〃 　　荒木　摩耶☆　
地域包括支援センター
所長（兼）　大和田浩之
所長補佐（兼）　高橋　良明
副 主 幹　佐藤　咲恵
主　　事　奥村　真以子（県）

少年センター

所長（兼）　菅野　利尚

課　長　伊東　孝志（県）

課長補佐兼管理係長

　　　　小笠原　淳

管理係

主　査　八島　英男（台）

主　任　千田　松雄（県）

　〃　　細田　　覚

高田小学校主任用務員　千田あけみ

　　　　 〃 　　　　　村上　淳一　

気仙小学校主任用務員　小林　邦明　

広田小学校主任用務員　佐々木千友　

小友小学校主任用務員　佐藤　浩之　

米崎小学校主任用務員　村上　達也　

矢作小学校主任用務員　佐藤　文子　

部長兼課長　菅野　利尚

課長補佐兼児童福祉係長

　　　　渡邊　雅宏

児童福祉係

主任主事　金野　　暢

栄養士　佐藤　絵里

主　事　金野　　景

　〃　　田村　美結

　〃　　高橋　大将（住）

障がい福祉係

係　長　佐々木賢也

主任保健師　伊藤　睦哲（関）

保健師　吉田　惠美

主　事　大坂　沙織

主事補　北島善太郎☆

課　長　伊藤　真基

課長補佐兼保健係長

　　　　菅野　　格

保健係

副主幹　菅野　わか

　〃　　松木　祐子

主　査　増田　美照（蔵）

保健師　遠藤　綾子

　〃　　千葉　春香

　〃　　菅野　成美

　〃　　大橋　加奈（名）

　〃　　村上　有紗☆

　〃　　佐藤　沙希☆

栄養士　及川　智絵

所　長　佐々木美恵子

主任保育士　吉田 和枝

保育士　佐藤 志帆

主任調理員　村上えち子

所　長　佐藤 修子

主任保育士　菅野 　香

　〃　　中野 亜紀　

　〃　　村上あゆみ

　〃　　佐々木めぐみ

保育士　佐藤 颯太☆

主任調理員　村上 由紀

所　長　藤井貴美

主任保育士　熊谷 公子

　〃　　山田 美加

　〃　　伊藤真知子

保育士　白山 理奈

　〃　　熊谷千春　及川可奈子

主任調理員　村上 祐子

所　長　佐々木利恵子

副所長　菅野 京子

主任保育士　佐々木宏枝　村上 雪絵　熊谷 由加

　〃　　菅野 陽子　大友さおり

保育士　菅野裕美子　松田 純枝　吉田　 恵

　〃　　佐藤 泰子　川島 瑞穂　佐々木恵里

主任調理員　佐藤 夕子

室　長　中山　雅之

室長補佐（兼）

　　　　高橋　一成

主　査　森　　　光（県）

主任技師　四元　寛規（名）

技　師　毛利　俊雄（県）

　〃　　阿部　和也（県）

主　事　芝　　祐仁（県）

　〃　　野﨑　洋祐（名）

主事（兼）　水野　竜一

学務係

副主幹　千葉　　稔（関）

係　長　鈴木　貴子

主　任　冨手　千秋（県）

主　事　水野　竜一

所　長　菅野　光二

主任栄養士　畠山　夕子

主　事　菅野　大樹

栄養教諭　小野寺きみ子（県）

　〃　　村上　美和（県）

竹駒小学校主任用務員　村上　英也

横田小学校主任用務員　菊池　　静

第一中学校主任用務員　高橋　純子

　　　　 〃 　　　　　及川　克政

気仙中学校用務員　　　佐々木亮輔

高田東中学校主任用務員　木川田隆俊

横田中学校主任用務員　津田　　忠

館　長　

菅野祥一郎（非）

副主幹　

長谷川敬子

館　長

本多　文人（非）

副主幹

熊谷　　賢

教育研究所

所長（兼）　伊東　孝志（県）

指導主事　熊谷　健司

　〃　　河野　俊治

　〃　　田代　英樹

生 涯 学 習 課

長 寿 社 会 課 社会福祉課

学 校 教 育 課

社 会 福 祉 課 健康推進課（保健係）

矢作保育所 長部保育所 小友保育所 高田保育所

　２号棟　２階

　２号棟　１階

教育施設整備室（新設）

小中学校
用 務 員

学校給食センター

図 書 館

博 物 館



⑦

局　　長　戸羽　良一

局長補佐　千葉　恭一

主　　任　佐々木真理

書　　記　熊谷　　卓

◇総務部長兼総務課長
　兼選挙管理委員会事務局長　　

　　　細　川　文　規
◇民生部長兼長寿社会課長
　兼地域包括支援センター所長　　

　　　菅　野　直　人
◇都市計画課区画整理推進主幹
　兼課長補佐　　

　　　小　山　公　喜
◇都市計画課用地対策主幹　　

　　　津　田　耕　節
◇消防長　消防司令長　　

　　　岩　﨑　　　亮
◇監査委員事務局長　　

　　　菅　野　裕　司
◇矢作保育所長　　

　　　羽　生　洋　子
◇税務課副主幹　

　　　米　澤　雅　行
◇健康推進課主任主事　　

　　　水　野　いずみ
◇建設課主事　

　　　菅　野　諒　太

◆
総
務
課
　
▽
嘱
託
員
　
小
山
悦
子
、
橋
爪
優
子
、
臼
井
佳
香

◆
税
務
課
　
▽
徴
収
嘱
託
員
　
新
沼
敦
　
▽
嘱
託
員
　
熊
谷
敬
子

◆
長
寿
社
会
課
　
▽
要
介
護
認
定
調
査
員
　
村
上
由
美
、
菅
野
行
江
、
松
田
公
子
　
▽
介
護
予
防
指
導
員
　
伊
勢

知
子
　
▽
監
査
指
導
専
門
員
　
松
坂
和
彦

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
▽
介
護
支
援
専
門
員
　
志
田
初
枝
、
村
上
寿
美
子

◆
社
会
福
祉
課
　
▽
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
　
菅
野
常
子
　
▽
子
育
て
相
談
員
　
菅
原
実
黄
子
、
佐
々
木
美

津
子
、
佐
々
木
律
子
　
▽
家
庭
児
童
女
性
相
談
員
　
三
嶋
孝
子
、
菅
野
利
恵
子
　
▽
ふ
れ
あ
い
教
室
指
導
員
　
前

田
貴
子
、
村
上
明
美
　
▽
家
庭
相
談
員
　
吉
田
ゆ
う
子
　
▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
員
　
佐
々
木
尚
子

◆
被
災
者
支
援
室
　
▽
生
活
再
建
相
談
員
　
阿
部
優
子

◆
健
康
推
進
課
　
▽
健
康
相
談
員
　
畠
山
澄
子
、
佐
藤
加
代
子
、
松
野
京
子
、
細
谷
あ
ゆ
み
　
▽
レ
セ
プ
ト
点
検

員
　
近
江
仁
美
、
及
川
直
子
　
▽
嘱
託
栄
養
士
　
小
林
智
子
　
▽
介
護
予
防
指
導
員
　
戸
羽
恩
恵
、
荒
澤
愛
美

◆
広
田
診
療
所
　
▽
嘱
託
看
護
師
　
加
藤
和
枝

◆
二
又
診
療
所
　
▽
嘱
託
看
護
師
　
鈴
木
智
子

◆
市
民
環
境
課
　
▽
窓
口
相
談
員
　
阿
部
梨
奈

◆
農
林
課
　
▽
嘱
託
員
　
吉
田
光
昭
、
吉
田
寛
　
▽
営
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
鈴
木
金
實

◆
建
設
課
　
▽
嘱
託
員
　
菅
野
傑

◆
農
業
委
員
会
事
務
局
　
▽
農
地
相
談
員
　
佐
々
木
公
一

◆
生
涯
学
習
課
　
▽
発
掘
調
査
員
　
遠
藤
勝
博
、
後
藤
円
　
▽
社
会
教
育
指
導
員
　
吉
田
ハ
マ
子
、
戸
羽
純
子
、

佐
々
木
亜
紀
、
千
葉
翔
子
　
▽
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
　
高
橋
大
輔

◆
図
書
館
　
▽
司
書
　
菅
野
千
恵
子
　
▽
嘱
託
員
　
佐
藤
幸
恵
、
熊
谷
友
宏
、
熊
谷
瑠
理

◆
博
物
館
　
▽
資
料
管
理
員
　
菅
野
春
子
、
後
藤
悦
子
、
砂
田
比
左
男
、
砂
田
亨
、
松
田
あ
や
　
▽
学
芸
員
　
及

川
甲
子
、
皆
上
小
冬

◆
教
育
研
究
所
　
▽
学
校
教
育
相
談
員
　
伊
藤
清
子
　
▽
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
佐
藤
文
子
　
▽
図
書
教
育

指
導
員
　
遠
藤
勝
枝
、
千
代
川
輝
子
　
▽
外
国
語
指
導
助
手
　
ド
ー
テ
ィ
・
シ
ョ
ー
ン
・
ケ
ネ
ス

◆
水
道
事
業
所
　
▽
嘱
託
員
　
鈴
木
加
代
、
菅
野
輝
貴

議会図書室

局　　長　岩崎　利行

主任書記　伊東　景子

局長（兼）　須賀佐重喜

局長補佐（兼）

　　　　　伊藤　芳光

選挙係

係　　長　佐藤　勝也

局　　長　村上　弘人

局長補佐　黄川田芳昭

主　　任　及川和浩（関）

室長（兼）　菅野　利尚

室長補佐（兼）

　　　　　渡邊　雅宏

被災者支援主査　

　　　　　小野寺一典

主　　任　佐藤誠司（盛）

主任主事　武田　知子

主　　事　鈴木　彰（県）

　  〃 　　寺西達生（県）

　  〃 　　岡山達也（京）

　  〃 　　山田孝次（美）

課　　長　村上　幸司
課長補佐兼商工労働係長
　　　　　千葉　　達
観光交流係
係　　長　佐々木武晴
主　　査　宮武　功（和）
　  〃 　　桑原祥作（リ）
　　　　　　　　　　（５／１～）

主　　事　熊谷　直樹
商工労働係
主　　任　森　正文（武）
主　　事　稲垣尚起（名）
　  〃 　　小澤　巧☆

◇教育委員会学校教育課長　　　

　　　菅　野　義　則

傍聴席

平成２６年度　市職員配置一覧

議　　　　場議　  長　  室 議 会 事 務 局

３号棟

第１会議室

監査委員事務局

　３号棟　２階

　３号棟　１階

選挙管理委員会事務局

《
嘱
託
職
員
》

【退職者】

農業委員会事務局 被災者支援室 商工観光課

【派遣終了】



２０１４年（平成２６年）　 １月１日号　②２０１４年（平成２６年）　 ４月１日号　⑧

課　　　長　阿部　　勝

課長補佐兼下水道係長

　　　　　　千田　顕彦

計画係

係　　　長　永山　　悟

主　　　任　立花　佳典（県）

技　　　師　齊藤　正俊（県）

主　　　事　若林謙一郎（県）

技術支援員　高橋　剛弘（国）

下水道係

主　　　査　吉村　俊行（本）

主　　　任　佐藤　良仁（関）

技　　　師　長野　貴治

　　〃　　　横山　裕一 ( 県 )

主　　　事　菅野　　隼

課　　　長　平　　立身
課 長 補 佐　石川　　浩
水 産 主 査　菅野　　洋
技　　　師　小野寺　渉
主　　　事　佐藤　洋一（復）
　　〃　　　大坂　貴樹
　　〃　　　村上　智人
　　〃　　　吉田　祐也
　　〃　　　田宮　一樹
　　〃　　　菅野　竜児☆

部長兼課長　千葉　徳次
課長補佐兼林政係長　
　　　　　　山本　郁夫
農政係
係　　　長　村上　　聡
主　　　任　西巻　孝志（関）
　　〃　　　小森　剛志（丹）
主 任 技 師　及川　麻美
技　　　師　畠山　秀樹（県）
主　　　事　中山　竜一
　　〃　　　田中　優賢
　　〃　　　荒木　瑞恵
林政係
主　　　任　渡邉　富広（関）
技　　　師　佐藤　康人
主　　　事　松　　夏生

所　　　長　熊谷　完士

所 長 補 佐　菅野　敏明

所長補佐兼業務係長　

　　　　　　佐藤　好信

業務係

主 任 主 事　戸羽　謙一

　　〃　　　菅野　雅彦

主　　　事　阿部　将人

工務給水係

副主幹兼工務給水係長　

　　　　　　及川　　浩

主 任 技 師　新沼　和人

技　　　師　髙橋　忠彦

主　　　事　髙橋　拓也

　　〃　　　小松　公輔

局　　　長　熊谷　正文

局長補佐兼計画係長　

　　　　　　佐々木　学

局 長 補 佐　川村　　守（県）

復興対策係

係　　　長　山口　　透

主 任 主 事　大和田智広

計画係

主　　　事　佐々木　　光

室　　長（兼）　橋本　英雄
室長補佐（兼）　菅野　　誠
室　　員（兼）　菅野　泰浩
　　〃　　　　佐々木　崇

室　長（兼）　熊谷　正文

室長補佐（兼）　佐々木　学

事業推進係

係　　　長　菅崎　貴栄

主　　　査　南渕　　修（池）

主　　　任　黒澤　裕昭

主 任 技 師　岡安　秋弘（名）

主 任 主 事　村上　幸義

技　　　師　古嶋　俊明（桶）

　　〃　　　菊地　秀明（県）

　　〃　　　菅原　康弘（県）

　　〃　　　山中　雅仁（桐）

　　〃　　　山田　　龍

局長兼課長　山田　壮史
主幹兼課長補佐　伊賀　浩人
主　　　幹　藤原　正行（名）
区画整理係
係　　　長　高橋　宏紀　　　 大友　真也
主　　　査　横手　謙蔵
　　〃　　　三角伊知郎（福）　柴田　　弘（名）
主 任 主 事　金野　幸浩
技　　　師　水落　義和（福）　岩田　裕康（名）
　　〃　　　堀場　俊秀（名）　鵜澤信太郎（県）
　　〃　　　福田　　稔（神）　鎌田　吉隆☆　　
　　　　　　　　　　　　　（６／１～）

主　　　事　佐藤　　賢　　　 遠野　正隆
用地係
係　　　長　熊谷　和典（県）
主　　　査　北川　　亮（福）　増山　博丈（大）
主 任 主 事　鐘ヶ江　仁（福）　
技　　　師　三浦　耕三（復）
主　　　事　熊谷　　剛　　　 福田　　香（県）
　　〃　　　石井　格二（県）　佐藤　嘉嗣（復）
技術支援員　荒居　義次（鹿）

部長兼課長　橋本　英雄
課長補佐兼管理係長　　　
　　　　　　菅野　泰浩
課長補佐兼道路河川係長
　　　　　　菅野　　誠
管理係
主　　　幹　田邉　　久（銚）
主　　　査　赤澤　政文（甲）
主　事　補　細谷　怜史☆
道路河川係
主　　　査　菊池与志和（盛）
主　　　任　鈴木　　圭（関）
　　〃　　　永田　敏幸（江）
主 任 技 師　奥田　雅和（名）
　　〃　　　伊藤　　肇
技　　　師　遠藤　智嗣　
　　〃　　　永澤　和久（県）
　　〃　　　金野　　悟（茅）
　　〃　　　金野　俊郎☆
技術支援員　斉藤　文男（鹿）
主　　　事　畠山　拓也
　　〃　　　尾形富寿雄（県）
技　師　補　今野　拓也☆
住宅推進係
住宅推進係長　梅木　　優
技　　　師　鈴木　敏明（復）
　　〃　　　島越　康貴（県）
主　　　事　佐々木　崇

都市計画課

水　  産　  課 農　  林　  課

　４号棟　２階

４号棟 第４会議室 ４号棟 第５会議室 ４号棟 第６会議室

　４号棟　３階

建　  設　  課 水道事業所 復興対策局

幹線道路対策室

事業推進室

　４号棟　１階

市街地整備課（新設）



⑨

　ＦＩＦＡワールドカップは４年に１度のサッカーの祭典で、出場できるのは３２か国のみ。

２０１４年はブラジルで開催されます。

　６月１５日に陸前高田市で日本代表の初戦となるコートジボワール戦を大型スクリーンで

観戦・応援するイベントを、ＦＩＦＡワールドカップのスポンサー企業の共催により開催し

ます。日本全国のサポーターと輪　になって一緒に応援しましょう！

　試合放送だけでなくさまざまなイベントが設けられる予定です。奮ってご応募ください。

（＊）アディダスから参加者にプレゼントするサッカー日本代表ユニフォームを着ると、肩か

ら背中に施された赤いラインが、円陣を組むことで一つの輪になります。

日時　６月１５日（日）午前１０時（キックオフ）～正午（予定）日本 対 コートジボワール

会場　陸前高田市立高田小学校 体育館

定員　３００人　参加無料　※受付は先着順

主催　アディダス ジャパン株式会社、日本コカ・コーラ株式会社、ビザ・ワールドワイド・

　　　ジャパン株式会社、インリー・ グリーンエナジージャパン株式会社

参加資格　陸前高田市に在住する人を申込代表者とし、１申込で４人まで申し込み可

　　　　　・申込代表者は成人　で、同伴者は開催日に４歳以上であること。

　　　　　（＊＊）未成年のみの場合は親の同意書が必要

　　　　　・マスコミ取材等で観戦風景がメディアに露出することにご了承いただける人

　　　　　※重複申し込みはできませんのでご注意ください。

申込方法　①専用申込用紙を以下の方法で入手し、必要事項をご記入ください。

　　　　　・市ホームページ

　　　　　・市役所総合案内窓口（市役所１号棟１階）

　　　　　・円陣ＰＶ事務局へのご連絡

　　　　　※ユニフォームサイズは、１３０／１４０／１５０／１６０／Ｓ／Ｍ／Ｌ／Ｏ／

　　　　　ＸＯ／２ＸＯから選択可能です。

　　　　　②次のとおりにお申し込みください。

　　　　　・市役所総合案内窓口に設置の受付箱へ投函

　　　　　・円陣ＰＶ事務局へＦＡＸ／ｅ-ｍａｉｌ／郵送

申込締切日　４月２１日（月）必着

	 　　　定員になり次第、申込み終了としますので、あらかじめご了承ください。

申込／問い合 円陣ＰＶ事務局

　　　　　〒２３１ー００２３

　　　　　神奈川県横浜市中区山下町 1 シルクセンター４Ｆ　（株式会社横浜アーチスト内）

　　　　　電話：０４５（２３２）４９２４　ＦＡＸ：０４５（６８１）３７３５　

　　　　　ｅ-ｍａｉｌ： enjinpv0615@y-artist.co.jp

　　　　　対応時間：平日　午前１０時～午後５時 （土日祝日を除く）

参加者募集！

２０１４ ＦＩＦＡワールドカップブラジル
TM

adidas から
参加者に

日本代表ユニフォーム
プレゼント！

（＊）

（＊＊）

日本代表 vs コートジボワール代表を

みんなで一緒に応援しませんか？

日本代表 vs コートジボワール代表を

みんなで一緒に応援しませんか？

日本代表 vs コートジボワール代表を

みんなで一緒に応援しませんか？

問い合わせ先

日時

会場

定員

主催

参加資格

申込締切日

申込方法



生涯学習情報生涯学習情報生涯学習情報

２０１４年（平成２６年）　 １月１日号　②２０１４年（平成２６年）　 ４月１日号　⑩

　２月１６日（日）市役所にて、茨城大学生涯学習教育研究センター准教授の長谷川幸介氏を講師に招き、

講演会「支縁社会と生涯学習～『４つの縁』と幸せの戦略～」が開催されました。

　「生涯学習のつどい」は、生涯学習に対する市民の機運を高め、人づくりや絆についてあらためて考え

る機会とするもので、震災後、初めての開催となりました。長谷川氏による、楽しくも絆について考えさ

せられる講演会は大盛況の内に幕を閉じました。

　また、当日は、講演に先立って教育表彰が行われ、横田地域農村景観を考える会・会長及川脩氏と長年

にわたり本市の社会体育に貢献された菊池政雄氏が表彰されました。

長谷川幸介氏による講演会教育表彰

　２月２３日（日）、市役所で家族ロボット教室が開催されました。㈱富士通コンピュータテクノロジー

ズとの共催により、ロボット作りを通して子どもの理数離れを食い止め、科学やものづくりに興味をも

ってもらおうと、午前、午後合わせて１１組の家族が参加しました。

　ロボットの組み立てから始まり、トレーナーにアドバイスをもらいながらカーブを走らせたり、セン

サーを使用して動きをコントロールするといった動作をプログラミングした後、黒い線が引かれたコー

スを使ってタイムを競い合いました。参加者たちは、１秒でも早く走らせるために試行錯誤を繰り返し、

家族やトレーナーと協力しながらプログラムに改良を加えるなど、あっという間の３時間でした。

より早く走らせるために試行錯誤ロボット製作の説明を受ける参加者

生涯学習のつどい開催される

家族ロボット教室を開催



⑪

　市教育委員会では、子育て中の方の学習会等への

参加を支援するために託児付き事業を開催してお

り、その際に子どもの託児をしていただける人を募

集しています。子どもが好きな１８歳以上の人であ

れば、資格や性別にかかわらず、どなたでも申し込

みできます。託児の協力は、都合の良い日程のみで

構いません。多くの皆さんの応募をお待ちしていま

す。

　２月２４日（月）に中沢浜貝塚歴史防災公園整備

事業に係る第２回整備指導委員会が行われました。

聞き取りなどにより約１年間にわたって地域住民な

どから頂いてきた意見内容を取り入れた検討が終了

し、３月には中沢浜貝塚歴史防災公園整備事業につ

いて報告書としてまとめました。

　教育委員会では、今後も市唯一の国指定史跡であ

り、地域の宝である中沢浜貝塚の史跡整備を続けて

いきたいと考えています。

　①乳幼児学級の際の託児

　　乳幼児学級（０歳～３歳くらいまでのお子さんの子育て等について保護者が学ぶ学級）を保護

　　者が受講している間、別室で子どもと遊ぶなど、危険が生じないようにお世話していただきます。

　　・時期／時間：５月～１１月までの間で計５回程度

　　　　　　　　　金曜日の午前９時３０分から１１時３０分頃まで

　　・会　　　場：竹駒コミセン

　②講演会の際の託児

　　乳幼児の保護者を対象に講演会を開催している間、別室で子どもと遊ぶなど、危険が生じない

　ようにお世話していただきます。

　　・時期／時間：５月～２月までの間、不定期に開催（平成２５年度は４回開催）

　　　　　　　　　託児時間は１時間半程度

　　・会　　　場：未定

　　詳細につきましては、申し込み後、あらためて連絡します。

保険　ボランティア行事保険に加入していただきます（市負担）

申込締切日　４月２５日（金）

問い合わせ／申込先　生涯学習課（内線２５６）

　※直接または電話でお申し込みください。

ボランティアの内容

託児ボランティアを募集します

～中沢浜貝塚歴史防災公園整備事業～

保険

申込締切日

問い合わせ／申込先



※花巻市大迫町の２３２人が回答。回答者の平均年齢は ６７．７歳（男性３４．５％）

　（日老医誌２０１１；４８：１４９ー１５７）

家族や友人とどのくらいの

つながりがあるのか（ソー

シャルサポートネットワー

ク）を調べました。

２０１４年（平成２６年）　 １月１日号　②２０１４年（平成２６年）　 ４月１日号　⑫

１２点未満

１２点以上

合計

（参考）花巻市大迫町

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２８．５％

３８．０％

一部被害

全壊

２８．５％

被害なし・その他 ２８．５％

３８．０％

０～４点
５～１２点

１３点以上

２０１３年度合計

２０１１年度合計

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２８．５％

３８．０％

一部被害

全壊

２８．５％

被害なし・その他 ２８．５％

３８．０％

０～３点
４～５点

６点以上

２０１３年度合計

２０１１年度合計

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２８．５％

３８．０％

一部被害

全壊

２８．５％

被害なし・その他 ２８．５％

３８．０％

陸前高田市

１２点未満の場合、社会的な孤立が心配

される

■ソーシャルサポート

　

岩
手
県
で
は
平
成
17
～
18
年
度
に
、
花

巻
市
大
迫
町
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
と
き
に
は
、
12
点
未
満
の
人
が

19
・
４
％
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
地
域
で

も
だ
い
た
い
20
％
以
下
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
陸
前
高
田
市
で
は
12
点
未

満
の
人
が
約
３
割
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た

傾
向
は
、
大
槌
町
や
山
田
町
で
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

家
族
や
友
人
と
の
関
わ
り
が
減
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

家
屋
被
害
を
受
け
た
住
民
と
受
け
な
か

っ
た
住
民
と
で
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
の

多
さ
が
異
な
る
か
を
調
べ
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
差
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
家
屋

被
害
を
受
け
な
か
っ
た
地
域
で
も
、
連
絡

を
取
り
合
う
人
が
減
っ
た
り
、
遠
慮
し
て

お
手
伝
い
を
頼
ま
な
く
な
っ
た
り
と
い
っ

た
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地

域
全
体
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
と
の
つ
な
が
り
は
、
地
域
づ
く
り
や

健
康
づ
く
り
に
も
良
い
影
響
を
も
た
ら
し

ま
す
。「
最
近
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
減

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ
て
い

る
皆
さ
ん
、
地
域
の
行
事
な
ど
を
活
用
し

て
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

日
頃
の
健
康
増
進
に
生
か
し
ま
し
ょ
う

東
日
本
大
震
災
健
康
調
査
結
果

東
日
本
大
震
災
健
康
調
査
結
果

　

本
市
と
岩
手
医
科
大
学
が
共
同
で
実
施
し
て
い
る
東
日
本
大
震
災
健
康
調
査
「
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
（
リ
ア
ス
）」
は
、
平
成
23
年
度
に
始
ま
り
ま
し

た
。
平
成
25
年
度
は
３
２
６
１
人
（
本
市
の
成
人
の
４
人
に
１
人
）
が
受
診
し
て
い
ま
す
。
健
診
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

人
と
の
つ
な
が
り

（健康安全 ･ 危機管理対策総合研究事業）

『岩手県における東日本大震災被災者の支援を目的とした大規模コホート研究』

《ＲＩＡＳ事務局》 〒０２８－３６９４

岩手県紫波郡矢巾町西徳田２－１－１

岩手医科大学医学部衛生学公衆衛生学講座

ＴＥＬ ０１９（９０８）８００７　ＦＡＸ ０１９（９０８）８００８

厚生労働科学研究費補助金
問
い
合
わ
せ
先



こころの元気さを「Ｋ６」

と呼ばれるものさしで比較

しました。

⑬

１２点未満

１２点以上

合計

（参考）花巻市大迫町

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２８．５％

３８．０％

一部被害

全壊

２８．５％

被害なし・その他 ２８．５％

３８．０％

０～４点
５～１２点

１３点以上

２０１３年度合計

２０１１年度合計

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２８．５％

３８．０％

一部被害

全壊

２８．５％

被害なし・その他 ２８．５％

３８．０％

０～３点
４～５点

６点以上

２０１３年度合計

２０１１年度合計

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２８．５％

３８．０％

一部被害

全壊

２８．５％

被害なし・その他 ２８．５％

３８．０％

陸前高田市

１２点未満

１２点以上

合計

（参考）花巻市大迫町

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２８．５％

３８．０％

一部被害

全壊

２８．５％

被害なし・その他 ２８．５％

３８．０％

０～４点
５～１２点

１３点以上

２０１３年度合計

２０１１年度合計

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２８．５％

３８．０％

一部被害

全壊

２８．５％

被害なし・その他 ２８．５％

３８．０％

０～３点
４～５点

６点以上

２０１３年度合計

２０１１年度合計

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％

２８．５％

３８．０％

一部被害

全壊

２８．５％

被害なし・その他 ２８．５％

３８．０％

陸前高田市

「アテネ不眠尺度（ＡＩＳ）」

と呼ばれる手法で、皆さんの

睡眠の状態を調べました。

合計得点（２４点中）

　０～４点　ふつう

５～１２点　少しこころの元気がない

１３点以上　医師に相談をしましょう

■こころの元気さ尺度

合計得点（２４点中）

　０～３点　睡眠障害の心配はない

　４～５点　できれば医師に相談しましょう

　６～９点　医師に相談するようにしましょう

１０点以上　すぐに医師に相談をしましょう

■アテネ不眠尺度

　

13
点
以
上
の
人
は
、
こ
こ
ろ
の

元
気
さ
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
可

能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
５
点
以
上
の
人
は
、
少
し
こ

こ
ろ
の
元
気
が
失
わ
れ
て
い
る
状

態
で
す
。

　

震
災
直
後
の
平
成
23
年
度
は
、

５
点
以
上
が
４
割
以
上
を
占
め
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
度
は
約
３
割

に
減
っ
て
お
り
、
改
善
の
兆
し
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ

ま
だ
大
変
な
思
い
を
抱
え
て
い
る

人
が
い
ま
す
。
中
で
も
自
宅
が
損

壊
し
た
人
に
は
、
こ
こ
ろ
の
元
気

さ
を
失
っ
て
い
る
割
合
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

人
の
こ
こ
ろ
の
反
応
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
震
災
か
ら
何
年
か
経
っ

て
、
気
持
ち
が
落
ち
込
む
人
も
い

ま
す
。「
も
う
３
年
も
経
っ
た
か

ら
…
」「
早
く
元
気
に
な
ら
な
け

れ
ば
…
」
と
頑
張
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
点
以
上
の
場
合
に
は
、
不
眠

症
の
疑
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
度
の
調
査
で
は

陸
前
高
田
市
の
受
診
者
の
38
・
０

％
に
不
眠
症
が
疑
わ
れ
ま
し
た

が
、
平
成
25
年
度
の
調
査
で
は
全

体
の
23
・
５
％
ま
で
減
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

自
宅
が
全
壊
し
た
人
で
は
、
現
在

も
28
・
０
％
の
人
に
不
眠
症
が
疑

わ
れ
ま
す
。
仮
設
住
宅
な
ど
、
自

宅
と
は
異
な
る
環
境
で
眠
り
に
く

い
状
況
が
続
い
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と

が
あ
っ
て
眠
り
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
眠
れ
な
い
と
き
に
は
？

・
長
時
間
、
布
団
の
中
で
考
え
ご

と
を
し
た
り
す
る
の
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
布
団
に
入
っ
て
10
分
以

上
（
高
齢
者
で
は
20
分
以
上
）
眠

れ
な
け
れ
ば
、
床
か
ら
離
れ
て
気

分
転
換
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
眠
る
た
め
に
お
酒
を
飲
む
の
も

体
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
眠
れ
な

い
日
が
続
い
た
ら
医
療
機
関
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
元
気
さ

不
眠
に
つ
い
て



２０１４年（平成２６年）　 ４月１日号　⑭

　

相
原
友
直
著
の
『
気
仙
風
土

草
』
に
は
、
高
田
に
つ
い
て
「
高

田
に
こ
れ
神
田
な
り
。
上
野
に

あ
り
。
村
名
、
こ
の
田
に
基
づ

く
と
言
え
り
」
と
あ
り
ま
す
。

上
野
は
ウ
エ
ノ
で
は
な
く
、「
ウ

ワ
ノ
」
で
す
。
今
は
、
和
野
と

記
す
場
合
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

　

も
と
も
と
館
の
沖
を
含
む
「
高

田
平
野
」
は
、
気
仙
川
に
よ
っ

て
で
き
あ
が
っ
た
「
三さ

ん

角か
く

州す

」
で
、

高
田
・
気
仙
の
二
つ
の
町
に
ま

た
が
り
、
海
岸
近
く
で
は
珍
し

い
ほ
ど
の
広
さ
を
持
つ
水
田
地

帯
で
す
。

　

で
す
が
、
こ
の
低
い
地
域
の

水
田
地
帯
を
、
な
ぜ
「
高
田
」

と
い
う
地
名
に
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

実
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
低
地
の
高
田
平
野
で
は
な

く
、
高
地
の
「
上
野
」
が
、
そ

の
元
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
昔
は
、
和
野
川
を
称
す

る
和
野
か
ら
川
原
を
通
っ
て

海
に
注
ぐ
川
を
用
水
と
し
て

水
田
が
開
拓
さ
れ
、
そ
こ
に

「
氷
上
神
社
」
の
神
田
が
あ
り

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、「
上
野
の
神
田
」、

高
い
所
に
あ
る
神
田
か
ら
「
高

田
」
と
い
う
地
名
が
生
じ
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

　

水
田
を
ひ
ら
く
に
は
、
河
川

近
く
の
低
い
所
に
平
原
が
で
き

や
す
い
の
で
、
こ
こ
に
水
田
を

造
成
す
る
試
み
が
い
た
る
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
だ
が
、
山
の

麓
の
小
平
野
に
、
沢
水
や
小
川

の
水
を
引
い
て
作
る
田
の
方
が
、

ず
っ
と
手
早
く
、
か
つ
簡
単
に

で
き
ま
し
た
。

　

和
野
川
を
利
用
し
て
で
き
た

神
田
ー
高
田
は
、
そ
の
も
っ
と

も
良
い
例
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
大
き
な
川
の
流
域
に
、
水

田
が
造
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
大
型
の
用
水
路
や
堤

防
を
築
い
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
な
時
代
、
す
な
わ
ち
土
木
技

術
が
進
ん
で
か
ら
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

高
田
の
北
に
「
氷
上
山
」
が

あ
り
ま
す
。
標
高
８
７
４
メ
ー

ト
ル
で
、
ま
た
と
な
い
美
し
い

山
容
を
誇
る
姿
を
見
せ
て
い
ま

す
。

　

「
オ
ヒ
ノ
カ
ミ
」
が
通
称
で

「
御お

陽ひ

之の

神か
み

」
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
氷
上
は
、
実
は

「
日ひ

高だ
か

見み

」
で
あ
る
と
唱
え
る
人

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、も
と
「
日
高
見
神
社
」

で
あ
っ
た
と
す
る
考
え
で
す
。

　

「
日
高
見
国
」
は
、
古
く
は

「
常ひ

陸た
ち

風
土
記
」
に
出
て
く
る
国

名
で
、
こ
こ
で
は
「
東
方
の
国
」、

転
じ
て
「
未
開
の
民
の
い
る
国
」

「
東
の
奥
の
国
」
な
ど
を
意
味
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま

す
。

　

気
仙
郡
は
、
海か

い

道ど
う

夷い

の
住
み

家
と
さ
れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
海
道
夷
の
「
夷
」
は
、「
ヒ

ナ
（
蝦
夷
＝
え
み
し
）」
の
住
む

所
で
、
そ
こ
は
ヒ
ダ
カ
ミ
（
日

高
見
）
と
通
称
さ
れ
た
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
「
日
高
見
」
と
い

う
名
称
は
、
中
央
の
勢
力
が
奥

羽
地
方
に
も
及
ん
で
き
ま
す
と
、

日
高
見
も
次
第
に
北
へ
北
へ
と
、

そ
の
通
称
も
進
ん
で
く
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

奥
羽
地
方
に
は
、
ヒ
ダ
カ
ミ

の
名
が
諸
所
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
地
は
、
も

と
は
み
な
「
日
高
見
」
の
国
と

さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
今
日
に

至
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
残

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
・
・
・
。

　

「
気
仙
風
土
記
」
を
再
開
し
ま
す
。
10
年
間
、
月
に
１
回
ず
つ
で
、

１
２
０
回
に
な
り
、ち
ょ
う
ど
本
１
冊
分
に
な
り
ま
す
。震
災
前
に
は
、

５
冊
発
行
し
て
い
ま
し
た
。「
地
名
と
歴
史
」
は
、
今
泉
・
長
部
が
終

了
し
、
あ
と
残
る
は
高
田
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
再
開
は
、
高
田
の
「
地
名
と
歴
史
」
か
ら
始
め
ま
す
。

地 

名 

と 

歴 

史

ー
高
田
か
い
わ
い
①
ー

（104）

金
　
野
　
静
　
一
・
文

斎
　
藤
　
多
美
子
・
絵



⑮

震災により、自ら居住していた住宅に被害を受けて、「り災証明書」の交付を受けた人で、

自ら居住するための住宅の補修または改修を行う人、もしくはその家族

① 補修工事（半壊または一部損壊の住宅が対象）

市の「応急修理制度」を利用していない住宅の１０万円以上の補修工事

② 改修工事（全壊、大規模半壊、半壊、一部損壊の住宅が対象）

・耐震改修工事…現在の耐震基準を満たさない住宅を適合させる工事

・バリアフリー改修工事…手すり取り付け、床段差の解消、すべり防止等のための床

材の変更、引き戸等への扉の取り替え、洋式便器等への便器の取り替え

・県産材使用改修…県産の木材を０. ５㎥以上または１㎡あたり０. ０４㎥以上使用した

改修および増改築工事

対　象　者

対 象 工 事

※対象工事の組み合わせにより工事した場合、それぞれの補助金を交付

補 助 金 額

震災により、自ら居住していた住宅に被害を受けて、「り災証明書」の交付を受けた人

で、自ら居住する住宅の補修（改修および増改築含む）を行うために必要な資金を平

成２３年３月１１日以降に金融機関等から借り入れした人、またはその家族
対　象　者

当初５年間の利子額（借入額６４０万円、利率１％が上限）

※半年ごとの償還交付
補 助 金 額

対象となる工事 補 助 上 限 額 対 象 工 事 費

５２万円
補修

改修

半 　 　 　 　 　 壊

一 　 部 　 損 　 壊

耐 　 震 　 改 　 修

バリアフリー改修

県 産 材 使 用 改 修

３０万円

６０万円
６０万円

２０万円

１０４万円

　６０万円

１２０万円
１２０万円

　４０万円

対象となる工事費の１／２以内の金額で、下表の金額が上限

震災で被害を受けた自己の居住用宅地の所有者、管理者または占有者およびその同居

の家族
対　象　者

補助対象となる工事費の１／２以内の金額で、１宅地あたり２００万円が上限補 助 金 額

震災により被害を受けた宅地の安全性を回復するために必要な次の復旧工事等

① のり面の保護

② 擁壁・地盤等を維持するための排水施設の設置

③ 地盤の補強および整地

④ 擁壁の設置および補強（旧擁壁の除去を含む）

⑤ 地盤調査および設計調査費

※２０万円未満の軽微な工事を除く

対 象 工 事

　東日本大震災の被害による居住住宅の補修・改修、居住用宅地の復旧をする際の補助制度について、申

請期限を平成３１年３月３１日まで延長しました。

　上記補助金のほかにも、バリアフリー住宅、県産材使用住宅を新築したことに対する補助金（復興住

宅新築等支援事業費補助金）や、新規住宅ローンを組んだ際の被災住宅に係る既存住宅ローンの利子補

給補助金（被災住宅債務利子補給補助金）についても、申請期限を平成３１年３月３１日まで延長して

います。

　詳しくは、被災者支援室（内線３４０、３４１）まで。

住宅再建に係る補助制度の申請期限を延長しました

生活再建住宅支援事業補助金

被災住宅債務利子補給補助金（補修）

被災住宅補修等工事費補助金

被災宅地復旧工事費補助金

住宅再建に係る補助制度の申請期限を延長しました



愛媛

高知

香川

徳島

２０１４年（平成２６年）　 ４月１日号　⑯

　毎年５月の最終水曜日は、世界中で実施さ

れている住民参加型スポーツイベント「チャ

レンジデー」の日です。１日のうち１５分間

以上、体を動かした住民の割合（参加率）を

競います。

　今年は５月２８日（水）に開催され、対戦

相手は香川県多度津町（人口２３，８１５人）

です。対戦で敗れた自治体は、勝者に敬意を

表し、庁舎に相手の旗を１週間掲げます。

　本市は、平成１１年から参加し、今年で

１５回目となります。過去の戦績は、６勝

７敗（２０１２年はオープン参加）。昨年

　香川県の中部に位置し、古くから海上、陸上交通の要所として

栄える。近年は臨海土地造成事業を行い、近代工業都市へ変貌し

ている。

　また、少林寺拳法の総本山・総本部である金剛禅総本山少林寺

では、子どもからお年寄りまで世代を超えて健康づくりが親しま

れている。

　チャレンジデーへの参加は今回で１６回目。

【香川県多度津町】

　市では、高齢者や障がい者などのハンディキャップを持つ人と持たない人との支えあいが普通のこと

として行われ、地域の中でハンディキャップを意識することなく、人生をいきいきと送ることができる

ような「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり」の実現を目指しています。

　そのために、市では「陸前高田市障がい者福祉計画」と「陸前高田市障がい福祉計画」を定めている

ところですが、現在の計画は、平成２４年度から２６年度のものであることから、平成２６年度中に「陸

前高田市障がい者福祉計画及び障がい福祉計画策定委員会（仮）」を立ち上げ、平成２７年度から２９年

度までの計画を新たに策定することとしています。

　つきましては、平成２７年度からの計画に、より多くの人の意見を反映させるため、策定委員会に参

加し、ご意見やご提言をしていただける委員を募集します。

応募資格　本市の障がい福祉に関心があり、平日の日中に市役所で開催する会議に出席できる人

募集人数　２人

任期　　委嘱の日から３年間

応募期間　平成２６年４月４日（金）から４月２１日（月）まで【必着】

応募方法　次の書類を持参または郵送にて提出してください。

　　　　　①所定の応募用紙

　　　　　②小論文（１, ２００字まで）【任意様式】

　　　　　　テーマ「ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりについて」

応募／問い合わせ先　陸前高田市民生部社会福祉課障がい福祉係

　　　　　　　　　　〒０２９－２２９２　陸前高田市高田町字鳴石４２番地５

　　　　　　　　　　電話０１９２（５４）２１１１（内線２３１）

※応募用紙は、社会福祉課窓口で用意しています。また、市ホームページからもダウンロードできます。

※障がい等により応募用紙や小論文の記載ができない人は、ご相談ください。

は、 １ ３，７ ３ ７ 人（ 人 口

２０，７１０人のうち）が参

加し、６６．３％の参加率で、

勝利することができました。

今年も勝利し、多度津町に陸

前高田市の旗をなびかせ、健

康のために体を動かしましょ

う。

チャレンジデー２０１４に参加しよう！！

対戦相手は 香川県多度津町 に決定香川県多度津町対戦相手は に決定

「陸前高田市障がい者福祉計画及び障がい福祉計画策定委員会の公募委員」を募集します

応募資格

任期

募集人数

応募／問い合わせ先

応募期間

応募方法



　岩手県医師会では、第一中学校体育館西側に診療所を開設しています。４月の診療日程は下表のとお

りです。

●  第一中学校敷地内で診療しています ●

岩手県医師会高田診療所 ４月の診療日程岩手県医師会高田診療所

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

４月　５日（土）

４月　６日（日）

４月１２日（土）

４月１３日（日）

４月１９日（土）

４月２０日（日）

４月２６日（土）

４月２７日（日）

４月２９日（火）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

小児科

４月　２日（水）

４月　９日（水）

４月１６日（水）

４月２３日（水）

４月３０日（水）

１５：００～１７：００ 【要予約】午前１０時から電話予約の受付をします。

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程 （場所：岩手県医師会高田診療所）

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

４月　５日（土）

４月　６日（日）

４月１２日（土）

４月１３日（日）

４月１９日（土）

４月２０日（日）

４月２６日（土）

４月２７日（日）

４月２９日（火）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

小児科

４月　２日（水）

４月　９日（水）

４月１６日（水）

４月２３日（水）

４月３０日（水）

１５：００～１７：００ 【要予約】午前１０時から電話予約の受付をします。

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程 （場所：岩手県医師会高田診療所）

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

期　　日 診療（受付）時間 診　　　療　　　科

４月　５日（土）

４月　６日（日）

４月１２日（土）

４月１３日（日）

４月１９日（土）

４月２０日（日）

４月２６日（土）

４月２７日（日）

４月２９日（火）

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１５：００～１８：００

１１：００～１６：００

１１：００～１６：００

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、心療内科

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

内科系、外科系、小児科、泌尿器科、心療内科、子どもの心

内科系、外科系、小児科、耳鼻咽喉科、眼科、皮膚科、心療内科

小児科

４月　２日（水）

４月　９日（水）

４月１６日（水）

４月２３日（水）

４月３０日（水）

１５：００～１７：００ 【要予約】午前１０時から電話予約の受付をします。

岩手医大による皮膚科診療（遠隔診断）日程 （場所：岩手県医師会高田診療所）

　※要予約　○直接または電話　土・日曜日の診療（受付）時間　○電話のみ　水曜日　午前１０時～

　詳しくは、高田診療所　☎（５３）２１１０まで。

　診療科は、日によって異なります。また、都合により変更になる場合があります。

　５月１１日（日）午後１時３０分から４時まで、高田診療所駐車場において、岩手県眼科医会による

無料の眼科健診が行われます。当日は、眼科医師とともに眼科専用健診車が来るので、精度の高い健診

が期待できます。受診を希望する人は、電話により高田診療所へお申し込みください。

　毎週水曜日の午後に、岩手医科大学が皮膚科の診療を行っています。これは、岩手医大と高田診療所

を遠隔診断システムで結び、テレビ画面を通じて診療を行うものです。当面は、両医療機関に皮膚科の

専門医師が配置されますので、精度の高い診療が期待できます。

⑰

　ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団のメンバーらを中心に特別編成された世界最高水準の室内オー

ケストラ「トヨタ・マスター・プレイヤーズ , ウィーン」によるコンサートが市内米崎町の普門寺で開催

されます。

　当日は、オーケストラのメンバーらが、東北復興への思いを音楽に乗せて地域の皆さまへお届けします。

この機会にぜひご来場ください。

日時　４月１３日（日）　　開場　午前１０時　　開演　午前１０時３０分　　終演　午前１１時３０分

場所　海岸山普門寺

入場料　無料

プログラム　ウェーバー◆舞踏への勧誘／ブラームス◆交響曲第２番より“スケルツォ”／ヨハン・シ

　　　　　　ュトラウス２世＆ヨゼフ・シュトラウス◆ピッツィカート・ポルカ／ヨハン・シュトラウ

　　　　　　ス２世◆観光列車、エジプト行進曲　ほか

注意事項

　・駐車台数に限りがありますので、当日はなるべく乗り合わせでお越しください。

　・会場の定員を超えた場合や開演後の入場はお断りさせていただくことがありますので、あらかじめ

　ご了承ください。

　・靴を保管する場所がないため、各自靴入れ（ビニール素材はご遠慮願います）をご用意ください。

問い合わせ先　トヨタ・マスター・プレイヤーズ事務局　☎０３（５２１０）７５５５

ウィーン・フィルのメンバーらによる演奏会

トヨタ・マスター・プレイヤーズ ,ウィーンふれあいコンサートトヨタ・マスター・プレイヤーズ ,ウィーンふれあいコンサート

日時

場所

入場料

プログラム

注意事項

問い合わせ先

開場 開演 終演
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％
）

・
均
等
割
額
３
万
８
０
０
０
円
（
現

行
３
万
５
８
０
０
円
）

　

岩
手
県
で
は
制
度
開
始
以
来
初

の
改
定
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
低
所
得
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
次
の
と
お
り
の
措

置
が
講
じ
ら
れ
ま
し
た
。

①
現
行
55
万
円
で
あ
る
賦
課
限
度

額
を
57
万
円
に
引
き
上
げ

②
均
等
割
額
の
２
割
軽
減
、
５
割

軽
減
の
対
象
者
を
拡
大

　

平
成
26
年
度
の
年
間
保
険
料
額

に
つ
い
て
は
７
月
に
通
知
書
を
送

付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
国

保
係
（
内
線
１
４
０
、１
４
１
）

　

岩
手
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
参
加

を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
７
日
（
土
）
開
会
式

　

午
前
９
時
～
※
競
技
開
始
時
間

は
種
目
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

会
場　

（
競
技
種
目
）

・
岩
手
県
営
運
動
公
園
（
開
・
閉

会
式
、
陸
上
競
技
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
）

・
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
（
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
、
卓
球
、
サ
ウ
ン
ド
テ

ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、
水
泳
）

・
ビ
ッ
グ
ハ
ウ
ス
ス
ー
パ
ー
レ
ー

ン
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

参
加
資
格　

平
成
26
年
４
月
１
日

現
在
、
満
13
歳
以
上
の
身
体
・
知

的
・
精
神
障
が
い
者
で
、
岩
手
県

内
に
居
住
地
を
有
す
る
者
※
身
体

障
が
い
者
に
つ
い
て
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者申
込
締
切
日　

４
月
16
日
（
水
）

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先　

社
会

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
（
内
線

２
３
２
）

　

子
ど
も
支
援
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
」
は
、
復
興
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
と
大

人
が
一
緒
に
考
え
る
「
第
５
回
東

北
子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
陸
前
高
田
市
子
ど
も
ま

ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ
で
は
、
復
興
に

つ
い
て
自
ら
の
思
い
を
写
真
で
発

信
す
る
「
進
め
！
高
田
っ
子
！
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ト
☆
」、
子
ど
も

た
ち
の
声
を
市
長
に
届
け
て
復
興

に
生
か
す
「
進
め
！
高
田
っ
子
！

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
☆
第
２
弾
」

に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

日
程　

５
月
５
日
（
月
・
祝
）

・
第
１
部　

子
ど
も
ま
ち
づ
く
り

ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告　

午
前
10
時

10
分
～
正
午

・
第
２
部　

参
加
者
同
士
で
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
話

し
合
い　

午
後
１
時
～
３
時

※
５
月
４
日
～
６
日
の
２
泊
３
日

（
移
動
含
む
）
６
日
は
石
巻
市
子

ど
も
セ
ン
タ
ー
で
子
ど
も
同
士
の

交
流
会
を
実
施
予
定

場
所　

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
５
年
生
以
上
な
ら
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料　

無
料
※
往
復
の
交
通
手

段
、
宿
泊
費
、
保
険
料
は
セ
ー
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が

負
担

申
込
締
切
日　

４
月
16
日
（
水
）

申
込
先　

セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド

レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
☎
０
１
９
８

（
68
）
３
０
１
２
（
担
当
：
平
瀬
）

　
　
　
　

s
o

f
t-

s
u

m
m

it@

savechildren.o
r.jp

　

県
内
で
の
就
職
を
支
援
す
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
い
わ
て
定
住
財
団

お
よ
び
岩
手
県
に
よ
る
「
い
わ
て

就
職
面
接
会
Ⅰ
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
※
予
約
、
履
歴
書
は
不
要

日
時　

４
月
19
日
（
土
）
午
後
１

時
～
４
時
半
（
受
付　

正
午
～
午

後
４
時
）

３
歳
６
か
月
児
健
診
か
ら

◆
平
成
26
年
２
月
健
診
分
②

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

む
し
歯
の
な
い
子

　
　
あ
つ
ま
れ
！

information

お知らせコーナー

information

お知らせコーナー

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
８
％

消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る

公
共
料
金
に
つ
い
て

参
加
者
募
集
！

岩
手
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

健
康
推
進
課
か
ら

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
率
の
改
定

参
加
者
募
集
！

第
５
回
東
北
子
ど
も
ま
ち

づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

県
内
で
の
就
職
を
応
援
し
ま
す
！

い
わ
て
就
職
面
接
会

問
い
合
わ
せ
先

参
加
資
格

日
時

申
込
先

会
場

申
込
／
問
い
合
わ
せ
先

場
所

申
込
締
切
日

日
程

問
い
合
わ
せ
先

対
象

申
込
締
切
日

参
加
料

メ
ー
ル

日
時



⑲

慶 弔（届出日：２/１６～３１５）

 ◇出生（　）は字名・保護者・出生日

横田　渡　邊　雄
ゆう

　哉
や

（久連坪・徹・2/21）

　　　佐々木　明
あき

　仁
ひと

（西宿・将彦・2/26）

高田　美　田　雪
ゆき

ノ
の

丞
じょう

（鳴石・尚実・2/10）

米崎　花　輪　美
み

　仁
に

（松峰・明・2/16）

おくやみ（　）は字名・年齢・死亡日

矢作　佐　籐　みちえ（清水川・61・2/20）

　　　三　浦　孝　子（金屋敷・80・2/24）

横田　村　上　ヲヨ子（太田・99・3/9）

竹駒　菅　野　フジ子（下壺・86・2/18）

　　　坂　下　ハルミ（下壺・91・3/10）

　　　板　林　ツミヨ（下壺・90・3/13）

気仙　河　野　　き　（水上・89・3/5）

高田　松　田　忠　道（長砂・79・2/19）

　　　菊　池　ミサ子（寒風・90・2/25）

　　　千　葉　貞　子（大石沖・72・2011.3.11）

　　　高　橋　幸　ニ（長砂・77・2011.3.11）

　　　菊　池　深　二（西和野・83・3/13）

米崎　金　野　昭　一（松峰・72・3/9）

小友　木川田　　　弘（三日市・84・2/25）

　　　後　藤　一　夫（西の坊・82・2/28）

　　　村　上　利　幸（谷地館・76・3/9）

広田　伊　勢　セツ子（蒲田・85・2/18）

　　　勝　部　勝　雄（田端・92・3/5）

　

ス
ト
レ
ス
の
克
服
と
聞
く
と
、「
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
や
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」

と
い
っ
た
も
の
を
想
像
し
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
と
と
も
に
効
果
的

か
つ
重
要
な
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り

が
誰
か
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
気
が
付
け
ば
お
互
い
の
心

が
癒
さ
れ
て
い
る
、
誰
か
と
つ
な
が

っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
時
間
や
場

所
が
あ
る
こ
と
で
す
。

●
「
は
ま
っ
て
け
ら
い
ん
、
か
だ
っ

て
け
ら
い
ん
」
と
は
・
・
・

　

「
は
ま
っ
て
け
ら
い
ん
、
か
だ
っ
て

け
ら
い
ん
」
は
、
日
常
生
活
の
中
（
食

卓
、
買
い
物
、
井
戸
端
会
議
、
病
院

の
待
合
室
な
ど
）
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
人
が
集
ま
る
機

会
に
、「
は
ま
っ
て
」（
集
ま
っ
て
・

加
わ
り
一
緒
に
な
っ
て
）、「
か
だ
る
」

（
語
る
・
話
を
す
る
）
こ
と
で
す
。

　

特
別
な
場
所
で
は
な
く
、
人
が
集

う
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
自
然
と
人

の
輪
の
中
に
は
ま
り
、
か
だ
る
こ
と

が
「
大
切
な
、
大
事
な
こ
と
」
で
す
。

そ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
居
場
所
」

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

●
「
は
ま
っ
て
け
ら
い
ん
、
か
だ
っ

て
け
ら
い
ん
運
動
」
実
施
中

　

「
は
ま
っ
て
け
ら
い
ん
、
か
だ
っ
て

け
ら
い
ん
」
を
広
げ
る
た
め
に
、
各

集
会
施
設
や
事
業
所
な
ど
に
、「
の
ぼ

り
旗
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
が
集
い
、
語
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
、

の
ぼ
り
旗
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
設
置
、

掲
示
し
、
こ
の
運
動
の
周
知
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
支
え
る
と
き
も
、
支

え
ら
れ
て
い
る
と
き
も
、
そ
れ
が
「
居

場
所
」
で
す
。

　

日
頃
か
ら
「
は
ま
っ
て　

か
だ
る
」

こ
と
を
意
識
し
て
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

場
所　

岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ピ
オ
（
滝
沢
市
）

参
加
対
象　

平
成
27
年
３
月
卒
業

予
定
の
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、

高
専
、
専
門
・
専
修
学
生
、
既
卒

者
お
よ
び
一
般
求
職
者

参
加
企
業　

県
内
に
就
業
場
所
が

あ
り
、
正
社
員
の
求
人
を
有
す
る

企
業

内
容　

参
加
企
業
と
の
面
談
／
参

加
市
町
村
に
よ
る
雇
用
・
地
域
情

報
の
提
供
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ

る
就
職
相
談
／
そ
の
他
参
加
団
体

に
よ
る
各
種
就
職
相
談
等

問
い
合
わ
せ
先　

公
益
財
団
法
人

ふ
る
さ
と
い
わ
て
定
住
財
団
☎

０
１
９
（
６
５
３
）
８
９
７
６

h
ttp

://w
w

w
.fu

ru
s
a

to
-i.

o
r.jp/

　

４
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
等
を
申

請
で
き
る
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を

経
過
し
て
い
な
い
期
間
に
つ
い
て
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
で
き
ま

す
。
手
続
き
に
は
、
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
に
よ
り
平
成
23
年
度
・
平
成

24
年
度
の
所
得
証
明
書
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
も
同
期

間
の
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
在
学

期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
（
有
効
期
限
／
学
年
／
入

学
年
月
日
の
記
載
の
あ
る
も
の
）
の

コ
ピ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
環
境
課
市

民
係
（
内
線
１
３
１
）

　

矢
作
町
の
生
出
地
区
、
二
又
地

区
お
よ
び
横
田
町
に
お
け
る
光
ケ

ー
ブ
ル
の
整
備
工
事
が
完
了
し
た

こ
と
に
伴
い
、
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
開
始　

４
月
15
日
（
火
）

サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
／
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
岩
手
支
店
☎

０
１
２
０
（
１
１
６
）
１
１
６

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
年
末
年
始
を
除
く
）

保
健

だ
よ
り

～
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
、
こ
こ
ろ
を
癒
す
～

「
は
ま
っ
て
け
ら
い
ん
、
か

だ
っ
て
け
ら
い
ん
」

保
健

だ
よ
り

３８６

★「陸前高田災害ＦＭ８０ .５MHz」では災害情報や生活関連情報を放送しています。広報りくぜんたかたと併せてご利用ください。

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制

度
の
拡
大

矢
作
町
（
生
出
・
二
又
地
区
）

と
横
田
町
の
皆
さ
ま
へ

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
サ
ー
ビ
ス
開
始

と　き　わ

問
い
合
わ
せ
先

サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
／
問
い
合
わ
せ
先

内
容

場
所

参
加
対
象

参
加
企
業

問
い
合
わ
せ
先

サ
ー
ビ
ス
開
始
日

受
付
時
間



２０１４年（平成２６年）　 ４月１日号　⑳

数字で見る陸前高田市
市内の火災救急活動（２月）

（　）は 1 月からの累計

市の人口（２月２８日現在）
◎住民登録人口（　）内は前月比

市内の交通事故（２月）
大船渡警察署調べ。（　）は１月からの累計

◆人身事故
◆物損事故
◆負 傷 者
◆死 亡 者
◆飲酒運転

男
女
計

世帯数

◆建　　物

◆林野・その他

◆出動件数

◆搬送人員

　４件
４３件
３人
１人
０人

９，９２１人
１０，６０４人
２０，５２５人

７，５５６世帯

１件

０件

６４人

６５人

（  ８件）
（９９件）
（  ７人）
（  １人）
（  ２人）

（ － ５）
（－１１）
（－１６）

（ １）

（  ２件 ）

（  ０件）

（１３２件）

（１２９人）
※前年同月との比較（－１６２）

◆編集・発行◆　陸前高田市企画部まちづくり戦略室　〒０２９－２２９２ 岩手県陸前高田市高田町字鳴石４２番地５　☎０１９２（５４）２１１１（内線１７３）
　　　　　　　　ホームページ http://www.city.rikuzentakata.iwate.jp　Ｅメール senryaku@city.rikuzentakata.iwate.jp

食改
レシピ

　詳しくは、健康推進課保健係（内線２４３）まで。

・ほうれん草
・油揚げ
・人参
・干ししいたけ
・姫ひじき
・サラダ油
・しょうゆ
・塩

①　ほうれん草をゆでて水にさらしてしぼり、２㎝長さに切る。
②　油揚げは湯抜きをし、縦２つに切ってせん切りにして固くしぼる。
③　人参はせん切り、干ししいたけは戻してせん切りにする。
④　姫ひじきは戻して水気をきる。
⑤　フライパンを油で熱し、②をカラッとなるまで炒め、③④を入れてさらに炒め、しょうゆ、塩で
　調味する。
⑥　ほうれん草に⑤を加え、混ぜる。

 ・ほうれん草は古くからパワーアップ野菜として知られていますが、それは鉄分をはじめ、カロテン、
ビタミンＢ群、ビタミンＣなどが多く含まれているからです。貧血予防や風邪などの感染症の予防
に効果的です。

一言メモ

＝財団法人　日本食生活協会「食生活改善推進員教育テキスト」より＝
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　各地域において「食」を通して健康づくりの輪を広げている市食改ですが、３０周年の記念として平

成２４年度に料理集『絆』を発行しました。

　郷土料理をはじめ、陸前高田市で手に入れることのできる食材を活用したアレンジレシピや新たに考

案したレシピがぎっしり詰まった料理集となりました。

　その料理集から、地域の皆様に食改の活動を知っていただく意味合いも込めて、昨年度に引き続き、毎

月１品ずつ料理を紹介していきます。毎日の食事の参考に、また、これをきっかけに『食』に興味を持

っていただければ幸いです。

食生活改善推進員協議会って？？

　“私達の健康は私達の手で”をスローガンに、食を通した健康づくり活動を行っているボランティア団

体で、全国１, ４８２市町村に市町村協議会組織を持っています。食改は、地域住民に対する生涯を通じ

た食育の推進、健康づくりの担い手として明記され、活躍がますます期待されています。

陸前高田市食生活改善推進員協議会考案レシピを毎月紹介します！
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